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線路上空に位置する仮こ線橋の撤去について 
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１．はじめに  

 JR 飯田橋駅では，急曲線区間に位置するホームと車

両の隙間及び段差を抜本的に解消するため，2020 年に

ホームを曲線半径の緩やかな区間へ約 200m 移設し線

形を変更させた 1) （図-１）．併せて新西口駅舎，駅前広

場を整備し,2020 年 7 月に使用開始した．本稿では，時

間的制約，軌陸クレーン揚重能力制限の中で行われた

仮西口駅舎撤去に伴う仮こ線橋撤去について報告する．  

２．仮こ線橋撤去への前提条件・課題 

２－１．前提条件 

 仮こ線橋は線路上空に存在するため，列車が通らな

いよう手続きした時間内（以下線路閉鎖間合とする）で

かつ，感電の恐れがないようにき電線に電気が流れな

いよう手続きした時間内（以下停電間合とする）で行わ

なければならない．これらの条件を踏まえると，準備や

片付けの時間を除き，本施工箇所で桁撤去に充てられ

る実作業時間は 85 分/日であった． 

２－２．課題 

仮こ線橋施工時は，線路脇の作業ヤードにタワーク

レーンを据え付けて架設したが，撤去時には新西口駅

舎があり，十分な広さを確保できなかった（図-２）ため

本工事では，軌陸クレーンを利用し線路上から撤去す

る必要があった．線路上から撤去する際の課題は以下

に示した通りであった． 

・架線や電化柱等を避けて線路上に長さのある撤去

材を下ろす必要があること 

・現場で使用できる軌陸クレーンの楊重能力に合わ

せる必要があること 

 

３．仮こ線橋撤去計画の検討 

 仮こ線橋撤去は階段撤去 2)と並行して行われた．仮こ

線橋は，内壁・外壁・屋根撤去→主桁・横桁撤去→橋脚

撤去の手順（図-３）で行うこととし，このうち軌道内か

ら行う主桁・横桁撤去については以下の検討を行った．

仮こ線橋の断面図を（図-４）に示す． 

主桁・横桁は，軌陸 4.9t クレーンの吊上能力に収まる

ように小割にして撤去する必要があった．また，作業時

間が短く一部分のみを撤去した状態で作業を中断せざ

るを得ないため，列車運行中に桁が落下しないように

撤去する順番を検討した．その結果，橋脚と添接部の位

置関係も鑑みて，（図-５）に示したように主桁を 5 分割

 

図-１ 飯田橋駅改良計画平面図 

 

図-２ こ線橋設置時と撤去時の作業ヤード比較 

 

図-３ 仮こ線橋撤去ステップ 

 

図-４ 仮こ線橋断面図 
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することとし，P1~P2 橋脚間からブロック毎にそれぞれ

横桁→主桁の手順で撤去を行うことにした． 

フックや安全率等を含んだ吊荷重と作業半径やブー

ム長さに応じた定格荷重を各部材毎に比較し（表-１）

安全かつ効率的に撤去することが可能になった． 

また，作業半径やブーム長さが小さい方が楊重量を

増やすことができるが，仮こ線橋周辺には電柱があり，

クレーンの稼働域が限られるため，軌陸クレーンの載

線位置から撤去可能範囲を割り出し検討した（図-６）．

撤去時の軌陸車配置状況の例を（写真-１）に示す．日々

異なる載線場所を関係者全員で細やかに検討すること

で短時間でも速やかに作業できるようにした． 

撤去時の様子を（写真-２）に，主桁①のサイクルタイ

ム例を（図-７）に示す． 

４．まとめ  

 以上の検討により，当夜で行うことができる施工手

順を洗い出すことで 1日最短 85分程度の実作業時間の

中で約 6 か月をかけて安全に仮こ線橋を撤去すること

ができた．引き続き，仮西口駅舎跡地整備や旧ホーム部

の連絡通路本設化に向けて，安全を第一にプロジェク

トを推進していく． 
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図-６ クレーン作業半径 
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図-７ 主桁撤去のサイクルタイム 

 

写真-１ 軌陸車配置状況例 

 

写真-２ 主桁撤去状況 
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表-１ 作業半径と楊重量の検討 

 

撤去箇所 作業半径
ブーム
長さ

定格荷重 吊荷重

主桁① 6m 12.14m 1540kg 1502kg

主桁② 7m 14.77m 1140kg 1040kg

主桁③ 7m 14.77m 1140kg 1055kg

主桁④ 7m 9.51m 1290kg 1218kg

 

図-５ 仮こ線橋平面図と主桁撤去ステップ 
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